
令和６年度 北上保育園 保育士の自己評価について 

 

はじめに 

 平成２０年３月に告示された保育所保育指針において保育士等及び保育所に自己評価並

びにその公表が努力義務として位置付けられました。本園では、保育士の自己評価を厚生労

働省のガイドラインに基づいて自己評価を行っております。 

保育士が自己評価することで 

  ☆保育士が自らの保育を自己点検・評価する（見直す）ことによって、保育内容の質の 

   向上に努めることができる。 

  ☆保育観や保育に対する考え方・方針を共有化することができる。 

  ☆多様なニーズに対応したきめ細やかな保育サービスの提供の在り方等について検討

課題を得ることができる。 

  ☆保育園の保育内容を開示することによって、社会に保育所保育及び保育所の存在理由

を理解してもらうことができる。 

以上の効果が期待されます。 

 

 

 １．実施期間 

       令和６年４月１日～令和７年３月 

 

 ２．評価基準 

       イ.  よく出来ている 

       ロ.   ほぼ出来ている 

       ハ.  努力が必要 

 

 ３．評価内容と結果 

                             （実施した保育士１８人） 

評価項目及び評価内容 
イ

（％） 

ロ

（％） 

ハ

（％） 
評価（改善策） 

１、保育の理念・保育観 ５７ ４２ ０ 

子ども一人ひとりの人権の尊

重と最善の利益を考慮し、保育

士が持つ役割は極めて大切だと

認識して保育に取り組むことが

出来た。 

２、保育の内容 

（１）保育計画・指導計画 
３１ ６２ ７ 

全体的な計画のもとに保育計

画を作成し、職員全体で共通理

解を図り、個別指導案、週日誌

等において評価・反省を行う事

で保育の質の向上に努めた。 

（２）乳児保育 ７４ ２５ １ 

一人ひとりに合わせた保育や

家庭との連携に心掛け、給食担

当者とも連絡を取り合い、温か

く丁寧な保育、受容的で応答的

な保育を心掛けた。 



（３）３歳未満児保育（１・２歳児保育）                          ５７ ４２ ０ 

未満児の発達を理解し、子ど

も達の育ちにとって保育士との

関わりが重要な役割を果たし大

きく影響していることをよく理

解している。 

（４）３歳以上児保育 

ア．基礎的事項 
５０ ４９ １ 

子ども一人の背景や保護者の

状況を理解し気持ちに寄り添い

信頼関係をつくる努力をしてい

る。 

イ．健康 ４０ ５５ ５ 
「食育」に関連した様々な保

育から興味や関心が持てるよう

な取り組みを行っている。 

ウ．人間関係 ４１ ５３ ６ 

一人ひとりの興味や発達に応

じた取り組みをし子どもが充実

できる活動や場や一緒に関わり

あう喜びを味わう機会を用意し

ている。 

エ．環境 ３４ ５５ １１ 

物的環境・人的環境が大きく

関わりがあることを様々な取組

を通して知らせていくようにし

ている。 

オ．言葉 ５０ ４５ ５ 

生活や遊びを通して、幼児期

に言葉を豊かに身に付けられる

ように気持ちを満たし言葉で伝

えあう場を大切にしている。 

カ．表現 ３５ ５４ １１ 

言葉、絵、造形、からだ、音

など子どもが好きな、得意とす

る方法で表現することを大事に

する保育を取り入れている。 

（５）特別な配慮や支援を必要とする 

子ども（障がい児）の保育                          
３５ ５８ ７ 

専門機関や保護者と連携を取

り合い、障害児保育をより豊か

なものにするために全職員が同

じ観点で思いを共有し合いなが

ら保育をすすめている。 

（６）行事 ３８ ５５ ７ 

新たな行事の目的を理解し行

事が生活や遊びから発展し保育

の積み重ねの結果となるように

心掛けた。保護者に参加頂く事

で園の様子を知って頂く機会と

なった。 

（７）延長保育 ３５ ５４ １１ 

保護者の方のニーズに応えて

対応するように努め、お迎えが

来るまでの間、よりスキンシッ

プを図るよう心掛けた。 

３、保健活動・安全管理              ５１ ４５ ４ 

 一人ひとりの発育・発達の状

態を把握し共有しながら、健康・

安全の指導を行った。 

 毎日の午睡チェック、安全点

検、ヒヤリハットなど活用し、

保健活動や安全管理に務めた。 

４、保護者・地域社会・関係機関との連携 ４２ ４５ １３ 

地域の老人施設の慰問を通し

て交流が図られ、保育参観や個

別面談を行う事で連携を深め信

頼関係を築きながら保護者の思

いに丁寧に寄り添うように心掛

けた。 



５、地域の子育て支援 ４０ ５８ ２ 

地域の皆様を対象にした子育

て相談会は、園舎改築の時期と

重なり開催は見送る。支援の意

義を理解し積極的に関わろうと

する意識が高い。 

６、保育園の勤務・役割分担 

                          
４９ ４６ ５ 

自分の職務や役割を理解して

いる職員が多く、与えられた役

割や任務を遂行出来ている。 

７、保育士としての資質向上 

（研修・研究活動） 
                                   

３３ ５９ ８ 

外部研修のキャリアアップ研

修等ではより専門的な知識を高

められた。岩手県保育研究大会

に向けての研究の取り組みや園

内公開保育では職員同士での保

育の振り返りや意見交換を行う

事でお互いが資質向上につなが

った。 

 

＊ 以上のような結果を踏まえ、来年度も保育士一人ひとりが自らの保育を振り返り評価・反省を 

  しながら保育の質を高めていき、日々の保育に生かしていきたいと思います。 


